






要約:1987 年 8 月より長崎県で行われている ATL provention program Nagasaki,1987(APP

Nagasaki,1987)における出生児の追跡調査状況を検討した。その結果長崎県では妊婦の 60

～70%が HTLV-１抗体スクリーニングを受けておりキャリアと判定された妊婦の 90%以上が

人工栄養を行っていると推定された。また、キャリア妊婦より出生した児の 24 ヶ月時の

補足率は約 40%と推定された。


